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第２四半期連結累計期間の業績予想と実績値の差異 

および通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

本年４月 12 日に公表した平成 31 年２月期第２四半期連結累計期間の業績予想数値と本日公表の実績値

に差異が生じましたので下記のとおりお知らせいたします。また、当第２四半期連結累計期間の業績を踏

まえ、通期連結業績予想数値についても修正することといたしましたので、あわせてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想数値と実績値の差異 

（１） 平成31年２月期第２四半期連結累計期間（平成30年３月１日～平成30年８月31日）                        

 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり  

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

20,460 

百万円 

5,160 

百万円 

5,120 

百万円 

3,520 

  円 銭 

63.12 

今回実績（B） 20,696 6,179 6,133 4,207 75.69 

増減額（B－A） 236 1,019 1,013 687  

増減率（％） 1.2 19.7 19.8 19.5  

（ご参考）前期実績（注） 

（平成 30 年２月期第 2 四半期） 
― ― ― ― ― 

（注） 当社は平成30年２月期第３四半期連結会計期間より連結決算へ移行しております。 

 前第２四半期累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前期実績は記載して

おりません。 

 

（２） 差異の理由 

平成 31 年２月期第２四半期連結累計期間において、高い求人需要を背景にアルバイト・パートの求人情報

サイト「バイトル」、正社員・契約社員の求人情報サイト「バイトルＮＥＸＴ」、総合求人情報サイト「はたら

こねっと」が堅調に推移し、売上高はおおむね業績予想数値と同水準となりました。また、費用面では、人件

費のほか、昨年８月のサイトリニューアルや今年３月の「しごと体験」「職場見学」の新機能追加等により応

募効率が改善され、広告宣伝費も期初の想定を下回りました。その結果、営業利益、経常利益、親会社に帰属

する四半期純利益は業績予想数値を大幅に上回りました。 
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２．通期連結予想数値の修正について 

（１） 平成31年２月期通期（平成30年３月１日～平成31年２月28日）                        

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり  

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

42,360 

百万円 

11,630 

百万円 

11,560 

百万円 

7,960 

  円 銭 

142.74 

今回修正予想（B） 42,360 12,649 12,573 8,647 155.57 

増減額（B－A） 0 1,019 1,013 687  

増減率（％） 0 8.8 8.8 8.6  

（ご参考）前期実績 

（平成 30 年２月期） 
38,062 10,799 10,794 7,531 135.40 

 

（２） 修正の理由 

営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、第２四半期連結累計期間における

業績予想数値と実績値の差異に相当する額を通期連結業績予想に反映し、上方修正いたします。なお、売上高

につきましては、第２四半期連結累計期間における増加額が軽微であることから前回公表の予想を変更いたし

ません。 

以上 

（注意） 業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき弊社において判断したものであります。 
 予想には様々な不確定要素が内在しており、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合がございます。 
 今後の業績の予想につきましては随時見直しを行い、開示ルールに従って公表してまいります。 


